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C 研究内容 
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主題 

主体的に学ぶ子どもの育成 
副題 

～本時レベル，単元レベルの授業改善を通して  ～ 

【本校の教育目標】 
 確かな学力と豊かな心，たく

ましい体をもつ子どもの育成 

【重点教育目標】 

主体的に学び合い，新しい自

分へ挑戦する子の育成 

【目指す子どもの姿】 

自ら学び ともに生きる 神居

っ子《自学・共生》 

【児童の実態】 

・計画・立案・企画する力 
・情報活用・処理・編集する力 
・問題発見・解決の方法を想起 

（全国学力・学習状況調査より） 

・しっかり考えて詳しく話す力 

・意欲的に問題の解き方を考える力 

（学校評価 児童アンケートより） 

【教師の課題意識】 

・自分の考えを表現する力（振

り返りなどの場面で） 

・振り返りや評価をどう生かす

か 

・振り返りが苦手な子への手立

て 

 

（研修アンケート・学校評価よ

り） 

 【保護者の課題意識】 
・しっかり考えて詳しく話す力 

・意欲的に問題の解き方を考える力 

研究内容１ 
主体的に学ぶ子どもを育む 

授業展開の工夫 

研究内容２ 
主体的に学ぶ子どもを育む 

学習評価の工夫 

研究のまとめ 

・授業はどのように変わったか。 ・子どもはどのように育ったのか。 ・有効な手立ての発見と共有。 
（教師の意識調査，児童アンケート，保護者アンケート，全国学力・学習状況調査などによる） 

手立て 

①興味や関心を高める 

②見通しをもつ 

③自分と結びつける 

④粘り強く取り組む 

⑤振り返って次へつなげる 

※iPad の有効活用 

手立て 

A「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」

を位置付けた単元デザイン 

 

B「主体的に学習に取り組む態度」の評価実践 

教科は，国語・社会・算数・理科をとする。 

いずれも，「主体的な学び」を柱に授業展開の工

夫，学習評価について設定する。また，特別支

援ブロックは，「実践発表」を行う。 

研究方法１ 

 研究授業（ブロック１本） 

～本時レベルの研究～ 

研究方法２ 

実践発表（ブロック１本） 

～単元レベルの研究～ 


